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Abstract

　　Two shell fragments of a soft-shelled turtle (Family Trionychidae) were newly collected from the 

Upper Cretaceous Isoai Formation of the Nakaminato Group in Ibaraki Prefecture, Japan. These costal 

fragments suggest that the carapace length of this trionychid turtle might be over 60 cm long. Their geologic 

age is estimated to be early Early Maastrichtian by ammonite and inoceramid biostratigraphy. Although the 

Isoai Formation is interpreted as turbidite and debris-flow deposits, hitherto it yields several disarticulated 

vertebrate skeletons such as a mosasaur caudal vertebra, a pterosaur scapula and shark teeth. Therefore, the 

trionychid materials suggest that large trionychids had inhabited in rivers and/or brackish areas and their some 

remains were transported and disarticulated from their habitat into the offshore basin. 
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はじめに

茨城県ひたちなか市の太平洋岸に分布する上部白亜
系の那珂湊層群は，下部の平磯層の沖合泥岩相から異
常巻きアンモナイト Didymocerasなどの頭足類やイノ
セラムス類などの二枚貝類を含む浅海性の軟体動物化
石が産出することで知られている（Saito, 1958, 1961, 

1962; Masukawa and Ando, 2018など）．さらに，近年で
は脊椎動物化石の産出も報告されるようになり，上部
の磯合層のタービダイト相からは翼竜類 1点，モササ
ウルス類 1点，スッポン類 1点の骨化石が産しており
（加藤ほか， 2017），後期白亜紀の北西太平洋沿岸部の
生物相を理解する上で重要な地域となりつつある．さ
らに，磯合層はMasukawa and Ando（2018）によって
年代論が更新され，脊椎動物化石が産出した層準付近
にカンパニアン－マーストリヒチアン境界が存在する
ことが指摘されている．しかし，加藤ほか（2017）で
報告された脊椎動物化石のうち，転石由来であるスッ
ポン類化石（実物は個人蔵，複製標本 : INM-4-15695）
は母岩から産出層準が推定されたものの，正確な産出
層準は不明であった．より詳細な陸生脊椎動物相やそ
の変遷，または他地域との比較を行うためには，産出
層準の特定および追加標本の収集が望まれることとな
った．以上のことから，著者らは那珂湊層群磯合層に
おいて改めて現地調査を行い，新たにスッポン類の背
甲化石 2点と爬虫類と思われる骨片 1点が得られたの
で報告する．

地質概要

化石が産出した磯合層は田中（1970）により，岩相
層序ユニット Is 1～ Is 8の 8つに区分されている．岩
相は主に，砂岩の卓越する典型的タービダイト互層も
しくは厚層タービダイト砂岩を主体とし，全体として
NW-SE走向，傾斜 30°～ 45°の同斜構造をなす．加藤
ほか（2017）によってモササウルスや翼竜などの脊椎
動物化石を産出した Is3層下部は，土石流堆積物やス
ランプ礫岩およびスランプ褶曲・ブロックなどの海底
地滑り堆積物を含んでいる（田中， 1970）．
年代については，Masukawa and Ando（2018）によ
ると，磯合層の下部においては年代指標となる化石の
産出は乏しいものの Is3から Nostoceras hetonaienseと
考えられる異常巻きアンモナイトの断片が，Is7から

“Inoceramus” kusiroensisの産出が認められた．また，
Is8の砂岩層中のジルコンから 71.1 ± 1.2 Maの U-Pb

年代が得られている．なお，Masukawa and Ando（2018）
ではカンパニアン／マーストリヒチアン境界は下位の
平磯層のアンモノイド類などの産出状況を考慮し，平
磯層最上部（Hu1-2）～磯合層下部（Is1-2）の範囲に
あると推定している．したがって，脊椎動物化石の産
出層準である Is3は下部マーストリヒチアン階である
と考えられている．

標本の記載

Testudines Batsch, 1788　カメ目
Trionychia Hummel, 1929　スッポン上科

Trionychidae Gray, 1825　スッポン科

Trionychidae gen. et sp. indet. 

スッポン科　属種未定
（Fig. 1）

標本番号 : INM-4-16738 

産地 : 茨城県ひたちなか市 平磯海岸
産出層準 : 那珂湊層群 磯合層 Is 3

部位 : 肋板
計測値 : 最大前後長 60 mm，最大左右長 126 mm，

厚さ 13 mm. 

記載 : 近位および遠位部が欠損した肋板である．前
後縁はほぼ平行で，前面および後面は縫合面をなす．
背側面には荒い虫食い状の表面彫刻が発達し，鱗板溝
は認められない．彫刻パターンは，互いに接続する幅
広で起伏のゆるい稜が網目状をなしており，小突起は
みられない．腹側面には幅 33 mmの帯状の緩やかな
隆起が左右方向に伸びる．
備考 : 背側面に粗い虫食い状の表面彫刻があること，

鱗板溝が認められないことから，スッポン科のカメ類
であると同定した（Nakajima et al., 2017）．前後端の縫
合線がほぼ平行であり，腹側面には肋骨に相当する隆
起が見られることから肋板であると判断できる．しか
し，いずれもスッポン科カメ類に一般的に見られる形
態的特徴にすぎないため，より詳細な分類群の検討は
困難である．アジアの白亜系のスッポン類の背甲にみ
られる彫刻パターンとして，Danilov et al.（2014）によ
ると，“互いに接続する薄い稜が蜂の巣状あるいは網
目状の彫刻をなすタイプ A（e.g. ‘Trionyx’ riabinini）”と，
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はじめに

茨城県ひたちなか市の太平洋岸に分布する上部白亜
系の那珂湊層群は，下部の平磯層の沖合泥岩相から異
常巻きアンモナイト Didymocerasなどの頭足類やイノ
セラムス類などの二枚貝類を含む浅海性の軟体動物化
石が産出することで知られている（Saito, 1958, 1961, 

1962; Masukawa and Ando, 2018など）．さらに，近年で
は脊椎動物化石の産出も報告されるようになり，上部
の磯合層のタービダイト相からは翼竜類 1点，モササ
ウルス類 1点，スッポン類 1点の骨化石が産しており
（加藤ほか， 2017），後期白亜紀の北西太平洋沿岸部の
生物相を理解する上で重要な地域となりつつある．さ
らに，磯合層はMasukawa and Ando（2018）によって
年代論が更新され，脊椎動物化石が産出した層準付近
にカンパニアン－マーストリヒチアン境界が存在する
ことが指摘されている．しかし，加藤ほか（2017）で
報告された脊椎動物化石のうち，転石由来であるスッ
ポン類化石（実物は個人蔵，複製標本 : INM-4-15695）
は母岩から産出層準が推定されたものの，正確な産出
層準は不明であった．より詳細な陸生脊椎動物相やそ
の変遷，または他地域との比較を行うためには，産出
層準の特定および追加標本の収集が望まれることとな
った．以上のことから，著者らは那珂湊層群磯合層に
おいて改めて現地調査を行い，新たにスッポン類の背
甲化石 2点と爬虫類と思われる骨片 1点が得られたの
で報告する．

地質概要

化石が産出した磯合層は田中（1970）により，岩相
層序ユニット Is 1～ Is 8の 8つに区分されている．岩
相は主に，砂岩の卓越する典型的タービダイト互層も
しくは厚層タービダイト砂岩を主体とし，全体として
NW-SE走向，傾斜 30°～ 45°の同斜構造をなす．加藤
ほか（2017）によってモササウルスや翼竜などの脊椎
動物化石を産出した Is3層下部は，土石流堆積物やス
ランプ礫岩およびスランプ褶曲・ブロックなどの海底
地滑り堆積物を含んでいる（田中， 1970）．
年代については，Masukawa and Ando（2018）によ
ると，磯合層の下部においては年代指標となる化石の
産出は乏しいものの Is3から Nostoceras hetonaienseと
考えられる異常巻きアンモナイトの断片が，Is7から

“Inoceramus” kusiroensisの産出が認められた．また，
Is8の砂岩層中のジルコンから 71.1 ± 1.2 Maの U-Pb

年代が得られている．なお，Masukawa and Ando（2018）
ではカンパニアン／マーストリヒチアン境界は下位の
平磯層のアンモノイド類などの産出状況を考慮し，平
磯層最上部（Hu1-2）～磯合層下部（Is1-2）の範囲に
あると推定している．したがって，脊椎動物化石の産
出層準である Is3は下部マーストリヒチアン階である
と考えられている．

標本の記載

Testudines Batsch, 1788　カメ目
Trionychia Hummel, 1929　スッポン上科

Trionychidae Gray, 1825　スッポン科

Trionychidae gen. et sp. indet. 

スッポン科　属種未定
（Fig. 1）

標本番号 : INM-4-16738 

産地 : 茨城県ひたちなか市 平磯海岸
産出層準 : 那珂湊層群 磯合層 Is 3

部位 : 肋板
計測値 : 最大前後長 60 mm，最大左右長 126 mm，
厚さ 13 mm. 

記載 : 近位および遠位部が欠損した肋板である．前
後縁はほぼ平行で，前面および後面は縫合面をなす．
背側面には荒い虫食い状の表面彫刻が発達し，鱗板溝
は認められない．彫刻パターンは，互いに接続する幅
広で起伏のゆるい稜が網目状をなしており，小突起は
みられない．腹側面には幅 33 mmの帯状の緩やかな
隆起が左右方向に伸びる．
備考 : 背側面に粗い虫食い状の表面彫刻があること，

鱗板溝が認められないことから，スッポン科のカメ類
であると同定した（Nakajima et al., 2017）．前後端の縫
合線がほぼ平行であり，腹側面には肋骨に相当する隆
起が見られることから肋板であると判断できる．しか
し，いずれもスッポン科カメ類に一般的に見られる形
態的特徴にすぎないため，より詳細な分類群の検討は
困難である．アジアの白亜系のスッポン類の背甲にみ
られる彫刻パターンとして，Danilov et al.（2014）によ
ると，“互いに接続する薄い稜が蜂の巣状あるいは網
目状の彫刻をなすタイプ A（e.g. ‘Trionyx’ riabinini）”と，
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“互いに接続しない幅広の稜や小突起が彫刻をなすタ
イプ B（e.g. ‘Trionyx’ kansaiensis）”が報告されているが，
本標本の彫刻はどちらにも該当しない．体サイズにつ
いて，現生スッポン科のカメ類を参考にすると，前後
長が 60 mmである本標本の個体は，最大甲長が約 60 

cmであったと推定され，生息時の甲長（軟骨部を含む）
は約 80 cmに達するほどの大型個体であったと推定さ
れる．

Trionychidae gen. et sp. indet. 

スッポン科　属種未定
（Fig. 2）

標本番号 : INM-4-16737 

産地 : 茨城県ひたちなか市 平磯海岸
産出層準 : 那珂湊層群 磯合層 Is 3

部位 : 肋板
計測値 : 標本最大長 52 mm，標本最大厚 12 mm. 

記載 : 断片的な肋板である．背側面には，INM-4-

16738と同様の粗い虫食い状の表面彫刻が発達し，鱗
板溝は認められない．彫刻パターンは，互いに接続す
る幅広で起伏のゆるい稜が網目状をなしており，小突
起はみられない．
備考 : 背側面に粗い虫食い状の表面彫刻があるこ
と，鱗板溝は認められないことから，スッポン科のカ
メ類であると同定した（Nakajima et al., 2017）．表面
彫刻のパターンが INM-4-16738とよく似ていること
から，同一種もしくは近縁種のスッポン科である可能
性が高い．前側の肋板および近位側の椎板の境界部に

接する前縁の突出部が保存されており，その形態から
右肋板の近位部と判断される．しかし，断片的である
ため，より詳細な部位の特定および属種の検討は困難
である．

Reptilia?

爬虫綱？
（Fig. 3）

標本番号 : INM-4-16736 

産地 : 茨城県ひたちなか市 平磯海岸
産出層準 : 那珂湊層群 磯合層 Is 3

部位 : 不明
計測値 : 標本最大長 72 mm，標本最大厚 6 mm. 

記載 : 扁平な骨の断片である．一方の面の中央には
直線的な溝があり，その両側はわずかに隆起して平行
な二条の稜をなす．もう一方は平坦な面からなる．周
囲は破断面で囲われており，関節面や縫合面は認めら
れない．
備考 : 厚みが 6 mmあって緻密であることから，中
～大型の脊椎動物の骨化石であると推定できる．また，
一方の面が平坦であり，もう一方の面が二条の稜をな
す点は，モササウルス類の頭頂骨の前方部（背側面が
平坦で，腹側面に二条の稜がある）などと類似する 

（e. g. Lingham-Soliar and Nolf, 1990）．しかし，本標本
は断片的な標本であり，他の爬虫類（あるいは爬虫類
以外の脊椎動物）の骨である可能性もあるため，本論
では爬虫綱？にとどめておく．

図1．スッポン科属種未定の肋板（INM-4-16738）．A, 背側面 ; 
B, 腹側面．スケールは 5 cm.

Fig. 1. Trionychidae gen. et sp. indet., a costal fragment (INM-
4-16738) in dorsal (A) and ventral (B) views. Scale bar: 5 cm. 

図 2．スッポン科属種未定の右肋板の近位部（INM-4-
16737）．A, 背側面 ; B, 腹側面．スケールは 5 cm.

Fig. 2.  Trionychidae gen. et sp. indet., a proximal fragment of 
costal (INM-4-16737) in dorsal (A) and ventral (B) views. 
Scale bar: 5 cm. 
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議　　論

1．転石由来のスッポン類化石との比較

加藤ほか（2017）は，転石由来のスッポン類化石
（INM-4-15695）について，母岩が灰色を呈する細礫
混じり砂岩で，円磨された細礫に級化構造が見られる
ことなどから，磯合層の Is 3から産出したものと推定
した．本稿で報告した 2点の新たなスッポン類化石は，
ともに那珂湊層群磯合層 Is 3下部の細礫混じり砂岩か
ら産出し，INM-4-15695の母岩と岩相が類似する．ま
た，これまでに確認された 3点のスッポン類化石の彫
刻パターンはいずれも，互いに接続する幅広で起伏の
ゆるい稜が網目状をなしている点と，小突起がみられ
ない点が類似している（図 4）．さらに，INM-4-15695

と INM-4-16738については同程度の大型個体である
と推定される．従って，これら 3点のスッポン類化石
は同一種もしくは近縁種のスッポン類である可能性が
高い．

2．大型スッポン類の分布

白亜紀のスッポン類はアジアから北アメリカにか
けて広く分布し繁栄していたが，甲長 50 cmを超す
ような大型スッポン類の報告例は少なく，カザフスタ
ンのサントニアン階―下部カンパニアン階から産し
た ”Trionyx” riabinini（最大甲長 50 cm）や，タジキス
タンの下部サントニアン階から産した ”T.” kansaiensis

（最大甲長 75 cm），北アメリカのカンパニアン階―マー
ストリヒチアン階から産した Axestemys splendida（最大

甲長 69 cm）が知られているのみである（Vitek, 2012; 

Vitek and Danilov, 2010, 2014）．
INM-4-16738は最大甲長が約 60 cmに達したと推定
され，マーストリヒチアン前期の北西太平洋域にかな
り大型のスッポン類が生息していたことが明らかとな
った．爬虫類であるカメ類の体サイズは，スッポン類
に限らず，温暖な地域ほど相対的に大型化しやすい傾
向にある（Turtle Taxonomy Working Group, 2017）．本
稿のスッポン類化石は，部分的な肋板のみではあるが，
全球的に温暖化の進んだ白亜紀中頃のスッポン類に匹
敵する体サイズだった可能性が示された．今後，さら
なる追加標本の発見によって，スッポン類の進化にお
ける大型化のメカニズムを議論する上でも重要な資料
になると考えられる．

3．磯合層産の大型スッポン類の生息環境

現生のスッポン類は，一般に河川や湖沼に棲息する
淡水生の爬虫類であるが，ナイルスッポン（Trionyx 

triunguis）とマルスッポン（Pelochelys cantorii）の2種は，
一時的に汽水～海水域でも活動することが知られてい
る（Taskavak et al. 1999, Corsini-Foka and Masseti, 2008; 

Das, 2008; Turtle Taxonomy Working Group, 2017）．新生
代のスッポン類としては，パキスタンの始新統から産

図3．爬虫綱？の骨片（INM-4-16736）．A, 中心に溝がある面 ; 
B, 扁平な面．スケールは 5 cm.

Fig. 3. Reptilia?, a bone fragment (INM-4-16736). A, a side 
with a groove in the center; B, a flat side. Scale bar: 5 cm.

図 4．磯合層から産出したスッポン類化石の比較と位置
の検討．A: INM-4-16738は位置不明の肋板．B: INM-4-
16737は右の肋板の近位部．C: INM-4-16738は左第 8肋
板．D: ニホンスッポンの背甲．（Aと Bについては，あ
り得る位置の例を示す．）

Fig. 4. Comparison and position examination of the Trionychid 
remains from the Isoai Formation. A: INM-4-16738 is a costal, 
whose position is unknown. B: INM-4-16737 is a proximal 
part of the right costal. C: INM-4-15695 is a left 8th costal. D: 
a carapace of Pelodiscus sinensis. (The examples of possible 
positions are shown for A and B.)
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議　　論

1．転石由来のスッポン類化石との比較
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出している Drazinderetes tethyensisは，海成層から化
石が産出することから海生に適応していた可能性が示
唆されたが（Head et al., 1999），近年では海岸近くに
生息していた個体が水流で海へ運搬された可能性も指
摘されている（Georgalis and Joyce, 2017）．肥大化した
涙腺の痕跡や鰭状に変化した四肢などのウミガメ類に
見られるような海生適応の証拠（Hirayama, 1998）が
確認されていないことなどからも，海生のスッポン類
が存在した可能性は低いと考えられる．従って，本稿
のスッポン類も，河口付近の沿岸域を生活圏としてい
た可能性はあるが，沖合まで遊泳することはできなか
ったと推測される．

4．磯合層から陸生動物化石が得られる可能性

磯合層は海成層であるが，Is 3で産出する軟体動物
や脊椎動物化石が断片的であること（加藤ほか，2017; 

Masukawa and Ando, 2018）や，磯合層がタービダイト
相であることを考慮すると，磯合層のスッポン類化石
は加藤ほか（2017）で述べられているように，河口付
近の沿岸部から洪水や水中土石流によって沖合へ運搬
されて堆積したものであると考えられる．
那珂湊層群と年代，堆積相および化石相が類似する
和泉層群では，スッポン類のほかに恐竜類などの陸生
動物の化石も産出している（岸本，2014; 鈴木ほか，
2005; 林ほか，2017）．そのため，那珂湊層群からも同
様に，陸生動物の化石が得られる可能性が期待される．

おわりに

本稿では，那珂湊層群磯合層 Is3から新たに産出し
たスッポン類化石 2点（INM-4-16737, INM-4-16738）
と爬虫類と思われる骨片 1点（INM-4-16736）につい
て報告した．
スッポン類化石 2点はいずれも部分的な肋板で，加
藤ほか（2017）が報告した転石由来のスッポン類の肋
板（INM-4-15695）と同一種もしくは近縁種である可
能性が高い．INM-4-16738から推定される生息時の甲
長（軟骨部を含む）はおよそ 80 cmであり，非常に大
型のスッポン類がマーストリヒチアン前期の北西太平
洋沿岸部に生息していたことが明らかとなった．白亜
紀に生息した同等の大きさのスッポン類は，中央アジ
アや北アメリカから報告されている．
本稿のスッポン類化石は海成層から産したが，既知

のスッポン類の情報を考慮すると淡水生か汽水生であ
ったと考えられ，河口付近の沿岸部から洪水や水中土
石流によって沖合へ運搬されて磯合層中に包含された
ものであると考えられる．
那珂湊層群はMasukawa and Ando（2018）などのよ
うな層序学的な知見が蓄積されていることも考慮する
と，磯合層から産出する化石群は，マーストリヒチア
ン前期の北西太平洋沿岸部の陸域‒海域の生態系を理
解するうえで重要となりつつあり，今後も継続的な調
査と追加標本が望まれる．
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